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論文審査の結果の要旨 
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本論文は「金担持酸化チタン光触媒における活性酸素種の検出とその挙動に関する研究」と
題し６つの章からなっている。 
 序章では、昨今の地球環境を取り巻く問題点を踏まえ、この解決のために酸化チタン光触
媒技術に寄せられている期待、あるいは有用性、現在の動向について、さらに、今後の課題
点にも触れて、本研究の意義や目的が明示されている。 
 第 1 章「序論」では、酸化チタン光触媒の作用原理、生じる活性酸素種、活性酸素種の検
出法や本研究で用いた測定装置の構成について述べている。 
 第 2 章「金担持 TiO2光触媒の反応メカニズム解明」では、金担持酸化チタン光触媒の可視
光照射によって、空気中の酸素から活性酸素種であるスーパーオキシドラジカルと一重項酸
素が生成すること発見している。また、13 種類の酸化チタンを用いて試料を作製し、活性酸
素種生成量の酸化チタン粒子径依存性及び結晶構造依存性を調査した。その結果、酸化チタ
ンの粒子径が大きな試料ほど、活性酸素種生成量が増加すること、また、アナターゼ結晶型
酸化チタンはルチル型に比べ多くの活性酸素種を生成することを見出した。これらの実験結
果から、反応メカニズムを提唱し、粒径依存性は励起電子と正孔の再結合時間が延びるため、
また、結晶型依存性は伝導帯位置の違いから生じることを解明している。 
 第 3 章「反応メカニズムに基づいた金担持 TiO2光触媒の改良」では、第 2 章で提唱した活
性種生成メカニズムに基づいて金担持酸化チタン光触媒の更なる性能向上に取り組んでいる。
励起電子と正孔の再結合抑制が量子収率の向上に繋がることに着眼し、励起電子を安定に捕
捉するために銅イオンの酸化チタンへの担持を考案している。さらに、提案した試料を作製
し光触媒で生成量する活性種を増大させることに成功している。 
 第 4 章「TiO2粒子と一重項酸素の相互作用に関する新たな知見」では、未だ報告のない、
TiO2 による一重項酸素の消光作用を調査している。ポルフィリン色素増感反応によって生成
した 1O2 の寿命の酸化チタン添加による変化を測定し、消光速度定数を見積もっている。そ
れによって、酸化チタンによる活性酸素種の失活作用は実用上考慮する必要がないことが示
されている。 
 終章「総括」では、本研究で得られた成果・知見についてまとめて示されている。 
 このように、本論文では、環境浄化等の分野で注目を集めている可視光応答型光触媒の一つ
である金担持酸化チタン光触媒に注目し、可視光照射によって生じる活性酸素種を直接検出す
ることで反応メカニズムを明確にした。よって、本論文は工学上及び工業上貢献するところが
大きく、博士（工学）の学位論文として十分な価値を有するものと認める。 
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